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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に組み込まれた、または静止し、さらにディスプレイユニット(3)を含む移動電
話装置またはセットに適合したタッチスクリーンであって、
　多数の光パルス放出ユニット(4L)、および多数の光パルス受信ユニット(5P)が、前記デ
ィスプレイユニット(3)に対して縁関連であり、前記光パルス放出ユニット(4L)は、光パ
ルス(40)を、前記ディスプレイユニットの上面(3a)の上方の距離を通して、連続してまた
はグループとしてのいずれかで、パルス生成回路の媒体を通して送るよう適合され、前記
上面は、行および列内に、文字、番号、および/または対応するグラフィックスなどのグ
ラフ記号を提示可能であり、
　前記光パルス受信ユニット(5P)は、前記光パルスを、パルス受信回路を通して、連続し
てまたはグループとしてのいずれかで受信するよう適合されており、パルス生成回路およ
びパルス生成回路の各々は、座標付けされた形式で計算ユニット(6)に接続されており、
前記計算ユニットは、ディスプレイユニットの上面(3a)上の地理的位置を表す位置を、関
連するパルス受信回路(5aP)を含み、座標整列された、1つ以上の光パルス受信ユニット(5
P)の位置に応じて、評価するよう機能する計算回路(6a)に割り当てられており、前記パル
ス受信回路は、光パルスの存在を示すと予想されているが、それが出来ない場合に、光パ
ルスがポインタ(9)により影に覆われた、ディスプレイユニット上面(3a)上の地理的位置
を表す位置を可能とし、対応する信号(6d)を生成し、光パルス放出ユニット(4L)および光
パルス受信ユニット(5P)が、光パルス(40a、40b)を、ディスプレイユニット(3) 上の平坦
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な表面(3a)に垂直、または概して少なくとも垂直な方向に、送致し、および受信するよう
、前記ディスプレイユニット(3)に隣接して整列されている、
　そして、互いに対向する光パルス偏向装置(7、8)が、ディスプレイユニット(3)に接近
して配置されていることを特徴とするタッチスクリーン。
【請求項２】
　前記基板(2)が、移動電話装置に適合された回路基板またはプリント回路板から成って
いることを特徴とする、請求項１に記載のタッチスクリーン。
【請求項３】
　前記基板(2)が、前記ディスプレイユニットを担持することに加えて、前記光パルス放
出および光パルス受信ユニットを担持するよう適合されていることを特徴とする、請求項
１に記載のタッチスクリーン。
【請求項４】
　前記光パルス放出ユニットおよび前記光パルス受信ユニットが、接続ワイヤまたは対応
する手段により、パルス生成回路およびパルス受信回路に接続されていることを特徴とす
る、請求項２に記載のタッチスクリーン。
【請求項５】
　光パルス偏向装置(7, 8)が、多数のミラーユニットまたは多数のミラー面(7", 8")から
成ることを特徴とする、請求項１に記載のタッチスクリーン。
【請求項６】
　前記光パルス偏向装置(7, 8)が、前記光パルス放出ユニットからの、光パルス伝播方向
に対して、45度に方向付けられたミラー面を有する4つのミラーユニットから成ることを
特徴とする、請求項１または請求項５に記載のタッチスクリーン。
【請求項７】
　前記光パルス偏向装置(7, 8)が、少なくとも1つの直角等辺3面直角プリズムで形成され
たユニットから成ることを特徴とする、請求項１に記載のタッチスクリーン。
【請求項８】
　前記回路基板(2)またはプリント回路板が、また、移動電話装置に関連する機能を実行
するよう適合された、電子回路および構成要素を含んでいることを特徴とする、請求項２
に記載のタッチスクリーン。
【請求項９】
　前記光パルス放出ユニットおよび前記光パルス受信ユニットが、対向する行および列内
で、互いに垂直な整列で方向付けられ、前記ユニット間の距離が、前記ディスプレイユニ
ットに割り当てられるサイズを僅かに超えるだけであることを特徴とする、請求項１に記
載のタッチスクリーン。
【請求項１０】
　前記ディスプレイユニット、光パルス放出ユニット、光パルス受信ユニット、および前
記移動電話装置に必要な固定構成要素を内部へ含む、前記回路基板(2)またはプリント回
路板が、電話ケーシングの一部に固定されるよう適合されていることを特徴とする、請求
項２に記載のタッチスクリーン。
【請求項１１】
　4つの光パルス偏向装置(7, 8)が、取替え可能な蓋またはカバーとの共同作動のための
、高くされたリムの縁に沿って配列されており、前記高くされたリムが、プラスチックま
たはガラスシートのような、透明な保護要素と共同作動することを特徴とする、請求項１
に記載のタッチスクリーン。
【請求項１２】
　2つ以上の辺関連光パルス受信ユニット、およびその関連する光パルス受信回路が、光
パルスの不存在を同時に示すという条件の場合に、計算ユニットが、内部計算回路の援助
で、この情報を、意図された地理的位置は、前記パルス受信回路を表す点などの間に位置
していると考えられることを意味すると解釈するよう機能することを特徴とする、請求項
１に記載のタッチスクリーン。
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【請求項１３】
　関連する光パルス受信回路を伴う、2つ以上の傾斜した辺関連光パルス受信ユニットが
、光パルスの不存在を同時に示す場合に、計算ユニットが、内部計算回路の援助で、この
情報を、意図された二次元の地理的位置は、前記パルス受信回路を表す点などの間に位置
していると考えられることを意味すると解釈するよう機能することを特徴とする、請求項
１２に記載のタッチスクリーン。
【請求項１４】
　前記光パルス放出ユニットが、関連するパルス生成回路を通して、予め定められた順序
で、選択されたタイムスロットの間に、連続して作動され、または選択的に配置され；そ
して、対応するパルス検出回路においても、予め定められた順序で、前記選択されたタイ
ムスロットの間、作動可能であることを特徴とする、請求項１に記載のタッチスクリーン
。
【請求項１５】
　多数の光パルス放出ユニットが、選択された持続時間の間、前記パルス生成回路の援助
で、連続して光パルスを送り出し；そして、1つの光パルス受信ユニットが、前記選択さ
れた持続時間の間、予想される光パルスを受信するために作動するよう適合され、それと
ともに、関連するパルス受信回路を通して、生成する光パルス、および/または、光パル
スの不存在を登録可能となっていることを特徴とする、請求項１に記載のタッチスクリー
ン。
【請求項１６】
　多数の光パルス受信ユニットが、選択された持続時間の間に、光パルス放出ユニットか
ら放出される光パルスを連続して受信するよう機能し、；そして、前記光パルス受信ユニ
ットの各々が、前記選択された持続時間の間、関連する受信回路を通して、予想される光
パルスを受信するために作動するよう適合され、それとともに、生成する光パルス、およ
び/または、光パルスの不存在を登録可能となっていることを特徴とする、請求項１に記
載のタッチスクリーン。
【請求項１７】
　基板(2)上に組み込まれ、または静止し、さらにディスプレイユニット(3)を含む移動電
話装置またはセットに適合したタッチスクリーンであって、
　光パルス放出ユニット(4L)および光パルス受信ユニット(5P)が、ディスプレイユニット
(3)上の平坦な表面(3a)に対して垂直方向、または少なくとも概して垂直方向に、光パル
ス(40a、40b)を送信し、および受信するよう、前記ディスプレイユニット(3)に隣接して
整列されていること、
　互いに対向する光パルス偏向装置(7、8)はディスプレイユニット(3)の近くに配置され
ること、
　および、前述の光検出された装置(7、8)が、カバー関連部分(7、8)を通して光を伝える
ために適合させられていることを特徴とする、請求項１記載のタッチスクリーン。
【請求項１８】
　前部関連ケーシング部分(11)がリム(7、7"；8、8")を有しており、さらに透明材料で造
られていることを特徴とする、請求項１７に記載のタッチスクリーン。
【請求項１９】
　前記前部関連ケーシング部分が、1つが前記リムを囲む2つの座標付けされた部品から成
ることを特徴とする、請求項1または請求項１８に記載のタッチスクリーン。
【請求項２０】
　内部ケーシング部分(7、8)が、ディスプレイ面全体を露出する開口部を伴って形成され
ていることを特徴とする、請求項１７または請求項１９に記載のタッチスクリーン。
【請求項２１】
　前記光パルス偏向装置(7、8)が、外部ケーシング部分(11)内に配置されたフレームとし
て形成されていることを特徴とする、請求項１７または請求項１９に記載のタッチスクリ
ーン。
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【請求項２２】
　前記光パルス偏向装置(7、8)が、前記外部ケーシング部分に固定され、前記開口部の縁
関連であることを特徴とする、請求項１７または請求項１９に記載のタッチスクリーン。
【請求項２３】
　材料がIR放射に対して透明であることを特徴とする、請求項１７または請求項１９に記
載のタッチスクリーン。
【請求項２４】
　4つの光パルス偏向装置(7、8)が、取替え可能な蓋またはカバーと共同動作するよう、
高くされたリムの縁に沿って配列されており、前記高くされたリムが、プラスチックまた
はガラスシートなどの透明保護要素と共同動作するという特長を有する、請求項１７また
は請求項１９に記載のタッチスクリーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、基板上に形成され、または支持されるディスプレイ装置に関し、特
に外部寸法が移動電話装置または携帯電話に適切なものに則した、ディスプレイユニット
と共におよびその周辺に構築された、移動電話に適合したタッチスクリーン装置に関する
ものである。
【０００２】
　タッチスクリーン装置は、以下では「タッチスクリーン」と簡略化される。
【背景技術】
【０００３】
　通常、移動電話ディスプレイは、LCDユニット、および、キーの押下により1つ以上の電
話機能が作動する、関連付けられたキーパッドから成っている。
【０００４】
　タッチスクリーンの使用が、ディスプレイ面のサイズを小さくする目的で、ハンド‐キ
ャリードコンピュータ端末に提案されてきたことは、既知の技術に関して言及可能であり
、ポインタの補助により、シンボルに関係する表面部分に対応した表面部分上に、圧力を
印加することにより、選択された機能が可視ディジットまたは他のシンボルという媒体を
通して作動させ得る。
【０００５】
　この種類のタッチスクリーンまたはタッチシートは、2枚の互いに平行なプラスチック
シートの形式で製造されており、そこでは、選択された表面部分内の最上部シートの機械
的作動により、前記表面部分に対して垂直な抵抗測定の状態を作り出し、確定した抵抗値
の補助により、タッチスクリーン上の前記表面部分の地理的位置が、計算回路により確定
可能であり、直ちに、触ったシンボルに関連する機能のための、重要な信号を生成する。
【０００６】
　この場合、ディスプレイユニットの選択表面部分に物理的動作および圧力が必要な、鉛
筆またはペンに相当する、先端を有する携帯用および手動操作伸びポインタが用いられる
。
【０００７】
　また、外部サイズが比較的大きなタッチスクリーンでは、選択されたサイズおよび選択
されたスクリーンの厚みはさほど重要ではなく、選択されたアプリケーションに対する制
限は全く制定されないことが、当該技術で知られている。
【０００８】
　例えば、この使用のアプリケーションでは、タッチスクリーンが、縁に整列され、互い
に対向する光放出ユニットおよび光受信ユニットを備えた、LCDユニット形式のディスプ
レイユニットから成ることが可能となるのが知られている。
【０００９】
　特に、このアプリケーションの場合は、光放出ユニットおよび光受信ユニットは、ディ
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スプレイユニット上面の2つの行および2つの列内に整列され、光線の伝達および受信方向
は、ディスプレイユニット上面のすぐ上方に整列され、および方向付けられ、前記ユニッ
トは互いに直接対向している。
【００１０】
　この場合、光放出回路および光受信回路はまた、互いに座標付けられ、ディスプレイユ
ニット上面の地理的位置の表示位置を評価し、および計算するよう、計算または演算ユニ
ットに接続されている。ここで、互いに交差する光線は、光の存在を示すよう意図された
回路に関連付けられた、1つ以上の座標整列光受信ユニットの位置に応じて、ポインタと
して使われる物体により暗くされる。
【００１１】
　ポインタとして人差し指先端を用いる、この後者のアプリケーションの場合、前記ディ
スプレイ面部分に対する物理的動作または圧力は、たとえこうしたものが普通であっても
、この特定技術では全く必要とされないことが知られている。
【００１２】
　以下にリストされた特許パブリケーションの内容においても、ディスプレイ面の表面部
分上に示された選択シンボルに対応する信号を活動化させる、光放出および光受信ユニッ
ト、および人差し指先端または同様の機能は、タッチスクリーンの使用に関する技術の以
前の見地に属する。
【００１３】
（特許文献１）
　このパブリケーションは、光源(20)および光検知器(36)をも含み、液晶から成るディス
プレイパネル(22)に追加される、制御システム(10)を示して説明している。
【００１４】
　より具体的には、このパブリケーションは、光源からの光が、少なくとも液晶ディスプ
レイパネルの一部を通過し、光検知器上へと方向付けられることを可能にするものである
。
【００１５】
　このシステム(10)は、サンケン表面部分(14)を備え、さらに透明材料から製造された、
車の計器パネルに適合するよう形成されたケーシング(12)を含んでいる。
【００１６】
　ケーシング部分(18)は、制御システム(10)に関連する構成要素を封入するよう適合され
ている。
【００１７】
　光源(20)は、螢光燈の形で示され、ケーシングの全幅にわたって延びるよう適合されて
いる。
【００１８】
　光は、パネル(22)内の多数の「窓」(24)を通過可能であり、さらに、ミラー面(26)によ
り90度反射される。
【００１９】
　光は、続いて、透明なケーシング壁部分(28)、次いでサンケン表面部分(14)、および、
それに続いて対向壁部分(32)を通過し、ミラー面(34)により、光検知器または光受信器(3
6)上へ反射される。
【００２０】
　この特許パブリケーションの図1は、指先(49)がサンケン表面(14)内に配置されると、
多数の光線が、定義領域(48a)内で影に覆われ、この領域が検出可能となることを示して
いる。
【００２１】
　図8は、光源、および光検知器または光受信器が、垂直座標内に整列されているのを示
している。
【００２２】
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（特許文献２）
　この特許パブリケーションは、プログラマブルタッチスクリーンについて説明している
。
【００２３】
　図3および図4は、特にIR適合光源(32)、光受信器(34)、および光学「プリズム」または
鏡表面(36、38)を含む、光学キーボード(12)を示している。
【００２４】
　この点で、図3は、これらのミラー面(36、38)が、互いに窓表面(22)の対向縁部分に関
連しているのを示している。
【００２５】
（特許文献３）
　このパブリケーションは、スクリーン(1)に対するオペレータの指先の動きおよび変位
に応答して選択される機能を用いて、制御信号を生成するよう適合された、タッチスクリ
ーンを示して説明している。
【００２６】
　特に、このパブリケーションは、指または指先がタッチスクリーンに触れると、直ちに
、特定の運動方向および特定の運動距離が検出され、電子ユニットなどがこれらのパラメ
ータに応答して作動する、時間回路の作動に関するものである。
【００２７】
　タッチスクリーンまたはタッチパネル(1)は、図2に示されるように、その4つの辺に沿
い、フォトトランジスタまたはフォトダイオード(201-214)の形をとった、発光ダイオー
ド(LED)(101‐114)および光受信装置が設けられている。
【００２８】
　指または指先は、直角座標システム内に整列された1つ以上の光線ビームを影で覆い、
影で覆われた光受信装置、および影で覆われた装置内で検出された変化は、所望の機能が
評価され、開始される、大きさを構成することになる。
【特許文献１】米国特許第4,847,606号明細書
【特許文献２】米国特許第4,880,969号明細書
【特許文献３】欧州特許公開第0330 767号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２９】
　当業者が、遭遇した技術的問題の解決を図るためにしなければならない技術的考察を考
慮に入れると、一方で、この目的のために実行せねばならない、初期的処置および/また
は一連の処置を実行すること、また、他方では、前記問題の1つ以上を解決するために必
要な手段を実行することが必要であるのは理解されるであろう。この点に基づくなら、以
下にリストされた技術的問題が、本発明の開発に深く関連していることは明白であろう。
【００３０】
　技術の以前の見地を考慮すると、すでに提示されているように、技術的問題は、移動電
話装置、または携帯電話に対して、前記装置の小さな外部サイズを維持しながらも、共に
関連回路を伴う縁関連（edge-related）光放出ユニットおよびその反対側に配置された縁
関連光受信ユニットを含む、タッチスクリーンを提供可能にし、その結果、特定の光パル
ス受信ユニットが、予想された光パルスの受信を示さない場合に、計算ユニットまたは演
算ユニットの媒体を通して、地理的表面部分および前記表面部分に対応する機能を確立可
能にする状態を作り出す能力にあることが理解されよう。
【００３１】
　他の技術的問題は、こうしたタッチスクリーンに要するスペースを減少させるための、
および、移動電話の外部領域内の前記スクリーンの設計および配置のための条件を提供す
る、製造上の指示を生み出す能力にある。
【００３２】
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　さらなる技術的問題は、バッテリーで動く移動電話に関して、短い光パルスを生成する
ことにより、およびユニットを選択された順序で連続して作動可能にすることにより、エ
ネルギー消費および所要電力を低く保ち得る状態を、簡潔な手段の援助によって生み出す
能力にある。
【００３３】
　この後者のアプリケーションの場合、技術的問題は、各々が、それぞれの光パルス放出
ユニットに接続された多数のパルス生成回路、および、各々が、それぞれのパルス受信回
路に接続された多数の光パルス受信ユニットの使用を可能にすること、および、1つ以上
の平行で関連した光パルスを影で覆い、それに伴って、1つ以上の光パルス受信ユニット
およびユニット関連パルス受信回路内の光パルスの不存在を示すために位置決めされた、
前部表面部分上のユーザの指先または親指先の地理的位置を、計算ユニットを通して確立
する能力にある。
【００３４】
　また、上で説明されたように、技術の以前の見地を考慮すると、技術的問題は、前記ス
クリーンを移動電話に直接適合させるために、スクリーンを従来技術スクリーンよりかな
り薄くするのを可能にするような、タッチスクリーンにおける構造変化の提供にあること
が理解されよう。
【００３５】
　さらなる技術的問題は、タッチスクリーンの提供に際して、前記スクリーンの他の外部
サイズに関して、移動電話ユニットの外部サイズを減少可能にする状態を生成可能である
一方で、それにもかかわらず、ディスプレイユニットのディスプレイ面の幅を、既知の移
動電話のディスプレイ表面より大きくすることを可能にすることにある。
【００３６】
　さらなる技術的問題は、通常のキーパッドだけでなく、移動電話の標準ディスプレイ面
にも、本発明のタッチスクリーンを代替手段として使用可能にすることにより、関連する
重要性および利点を実現させる能力にある。
【００３７】
　他の技術的問題は、各「キー」がグラフィックの形式でスクリーンに含まれ得るよう、
ディスプレイユニットをLCDユニットの形で利用することにより、提供される重要性およ
び利点を実現させる能力にあり、これにより、ペン、鉛筆、指または指先が、キーの示さ
れている同一の位置または表面部分に置かれた場合、前記グラフィックに対応する選択さ
れた機能および/またはアプリケーションが作動され、引き起こされることになる。
【００３８】
　さらに他の技術的問題は、情報伝達モードにおける異なるシーケンスに対して、上面が
、選択されたメニューに従う構造を担持する、異なる情報に割当て可能なLCDユニットを
使用することにより、提供される重要性および利点を実現させる能力にある。
【００３９】
　他の技術的問題は、前記ディスプレイユニットに隣接した、前記光パルス放出ユニット
および前記光パルス受信ユニットを、光パルスの送信および受信方向が、ディスプレイユ
ニットの平坦な上面に対して垂直、または、少なくとも概して垂直となるよう、整列させ
ることに関連した、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００４０】
　さらに他の技術的問題は、ディスプレイユニットおよびその互いに対向する縁部分に近
接して、少なくとも2つの、通常4つのパルス偏向装置を配置することに関連した、重要性
および利点を実現させる能力にある。
【００４１】
　他の技術的問題は、支持基板として、LCDユニットなどを担持可能な移動電話プリント
回路板を使用することに関連した、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００４２】
　さらなる技術的問題は、基板を、前記ディスプレイユニットのみならず、前記光パルス
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が赤外線範囲(IRレンジ)内の周波数を有する、前記光パルス放出ユニットおよび前記光パ
ルス受信ユニットも支持可能なものにする重要性を実現させる能力にある。
【００４３】
　他の技術的問題は、前記光パルス放出ユニット、および前記光パルス受信ユニットを、
接続ワイヤなどの媒体により、前記基板に含まれる対応するパルス生成回路、およびパル
ス受信回路と接続可能にすることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力
にある。
【００４４】
　他の技術的問題は、光偏向装置、または光パルス偏向装置が、移動電話ユニットのケー
シングに座標付けされた、多数のミラーユニットから成り得ることにより提供される、重
要性および利点を実現させる能力にある。
【００４５】
　他の技術的問題は、前記光パルス偏向装置が４つのミラーユニットから成り得ることに
関連した、重要性および利点を実現させる能力にある。それらのミラー面は、前記傾いた
光パルス生成ユニットから、前記傾いた光パルス受信ユニットへ向かう光パルスの伝播方
向に対して45度に方向付けられている。
【００４６】
　さらなる技術的問題は、前記光パルス偏向装置が、光パルス偏向ミラー面または対応す
る手段を有する、分離直角等辺、3面および直角プリズムユニットから成り得ることに関
連した、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００４７】
　他の技術的問題は、回路基板またはプリント回路板が、移動電話ユニットおよび/また
は関連移動電話ネットワークに関する機能の実行に適合した、電子回路および構成要素を
担持し得ることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００４８】
　他の技術的問題は、前記光パルス放出ユニット、および前記光パルス受信ユニットが、
それぞれの行およびそれぞれの列内に整列され得ることに関連した、重要性および利点を
実現させる能力にある。それぞれの行およびそれぞれの列は、互いに垂直に整列され、前
記行または列間の距離は、前記ディスプレイユニットに関して選択されたサイズを僅かに
超えるだけである。
【００４９】
　他の技術的問題は、前記ディスプレイユニット、前記光パルス放出ユニット、前記光パ
ルス受信ユニット、および移動電話ユニットの機能に必要な固定構成要素を内部へ担持す
る前記回路基板が、移動電話ユニットの完全なケーシングの部分へのアタッチメントとし
て適合可能となることに関連した、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００５０】
　他の技術的問題は、前記光パルス偏光装置の縁を、取替え可能な蓋の形で、ケーシング
部分の窪みの高くなったリム部分に沿って固定することにより提供される、重要性および
利点を実現させる能力にある。ここで前記リムおよびリム部分は、プラスチックシートな
どの透明保護手段と共同作動する。
【００５１】
　多数の辺関連光パルス受信ユニット、およびそれらが関連するパルス受信回路が、光パ
ルスの不存在も示す特定の状態については、別の技術的問題は、計算ユニットが、内部計
算回路の援助で、この情報を、意図された地理的位置は、光パルスの不存在を示す前記光
パルス受信回路の外部表示点の間に位置していると考えられることを意味すると解釈する
よう適合させることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００５２】
　多数の、辺関連光パルス受信ユニット、および関連するパルス受信回路が、また光パル
スの不存在を示す特定の状態に関して、他の技術的問題は、計算ユニットが、内部計算回
路の援助で、この情報を、意図された地理的位置は、光パルスの不存在を示す前記光パル
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ス受信回路を表す外部点の間に位置していると考えられることを意味すると解釈するよう
適合させることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００５３】
　多数の、傾斜した、辺関連光パルス受信ユニット、および関連するパルス受信回路が、
同時に光パルスの不存在を示す特定の状態に関して、他の技術的問題は、計算ユニットが
内部計算回路の援助で、この情報を意図された地理的位置は、光パルスの不存在を示す前
記パルス受信回路を表す外部点の間に位置していると考えられることを意味すると解釈す
るよう適合させることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００５４】
　他の技術的問題は、前記光パルス放出ユニットが、関連するパルス生成回路の媒体を通
して、連続してまたは予め決定された順序で選択された位置のいずれかで作動可能になる
ことにより、さらに、対応する光パルス受信ユニット、およびそれらのパルス受信回路が
、やはり予め決定された順序で作動可能になることにより提供される、重要性および利点
を実現させる能力にある。
【００５５】
　さらなる技術的問題は、多数の光パルス放出ユニットが、選択された持続時間の間、連
続して光パルスを放出するよう適合されることにより、さらに、1つの単一光パルス受信
ユニットが、そのパルス受信回路を経由して、前記選択された持続時間の間に、予想され
た光パルスを受信するために作動されることになるよう適合され、さらに、それとともに
、生成される光パルス、および/または、影に覆われた光パルス、または光パルスの不存
在を登録可能にすることにより提供される、重要性および利点を実現させる能力にある。
【００５６】
　別の技術的問題は、多数の光パルス受信回路が、単一光パルス放出ユニットから放出さ
れる光パルスを、前記持続時間の間、連続して受信可能となるよう適合されることにより
、さらに、光パルス受信ユニットが、パルス受信回路を経由して、前記選択された持続時
間の間、予想された光パルスを受信するために作動されることになるよう、前記ユニット
を適合され、さらに、それとともに、生成される光パルス、および/または、影に覆われ
た光パルス、または光パルスの不存在を登録可能にすることにより提供される、重要性お
よび利点を実現させる能力にある。
【課題を解決するための手段】
【００５７】
　本発明は、その出発点として、上で説明されたように、既知の技術を用い、さらに、支
持基板上に取り付けられ、または置かれており、移動電話装置に適合し、または、既知の
ディスプレイユニットの補助で、装置内に設定され、または組み込まれている、タッチス
クリーン装置に基づいている。
【００５８】
　移動電話装置またはセットに直接関係する、前述の技術的問題の1つ以上を解決するた
めに、本発明は、他の技術分野内で用いられ、および提案されたものに従う原理で構成さ
れた装置の使用を提案する。前記装置は、反向して配置された多数の光パルス受信ユニッ
トを伴う、多数の光パルス放出ユニットを含み、前記ユニットは、双方共、前記移動電話
のディスプレイユニットに縁関連である。
【００５９】
　光パルス放出ユニットは、光パルスを、関連するパルス生成回路を経由し、ディスプレ
イユニット上面にわたる短距離を通過して、連続して送るよう適合されており、前記上面
は、グラフィックを、地理的に配列された文字、数字および/または対応するグラフィッ
クなどのシンボルの行および列などとして、文として提示する。
【００６０】
　光パルス受信ユニットは、光パルスを連続して受信するよう適合され、さらに、光パル
ス受信回路およびパルス放出回路の各々は、計算または演算ユニットに座標付けされ、接
続されている。
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【００６１】
　計算ユニットは、交差した光線などの光線がユーザの親指の前部表面部分などのポイン
タにより影で覆われる、ディスプレイユニット上面上の地理的位置の表示位置を、光パル
スの存在を示す、座標整列された1つ以上の光パルス受信ユニットおよびその関連するパ
ルス受信回路の位置に応じて評価するよう機能を有する、計算回路を含んでいる。
【００６２】
　本発明の範囲内にある提示された実施例により、前記光パルス放出ユニットおよび前記
光パルス受信ユニットは、前記ディスプレイユニットに隣接して整列され、さらに、光パ
ルス放出および光パルス受信方向は、ディスプレイユニットの平坦な上面に対して直角と
なり、または概して直角となることが、特に提案されている。
【００６３】
　また、ディスプレイユニットに近接して整列され、互いに交差する光パルスを、ディス
プレイユニット上面を横切って平行に通過させるよう機能する、4つの装置など、多数の
光パルス偏向装置の使用が提案されている。
【００６４】
　本発明概念の範囲内にある提示された実施例により、支持基板が、移動電話ユニットの
回路基板またはプリント回路板から成ることも提案されている。
【００６５】
　ディスプレイユニットの担持に加えて、基板は、また、前記光パルス放出および前記光
パルス受信ユニットも担持するよう適合されている。
【００６６】
　光パルス放出ユニットおよび光パルス受信ユニットは、支持基板上に座標付けされた、
前記パルス生成回路および前記パルス受信回路に、接続ワイヤなどにより接続されている
。
【００６７】
　各光パルス偏向装置は、対応する効果を提供するよう、ケーシングにより担持された、
ミラーユニットまたはミラー部分を含んでいてもよい。
【００６８】
　光パルス偏向装置は、光パルス放出ユニットにより、前記光パルス受信ユニットに向か
って放出される光パルスの伝播方向に対して、45度に方向付けられた、ミラー面またはケ
ーシング担持ミラー面を有するミラーユニットを含んでいてもよい。
【００６９】
　また、光パルス偏向装置は、直角等辺、3面、および直角プリズムユニットを含んでい
てもよい。
【００７０】
　基板として機能する、回路基板またはプリント回路板は、また、移動電話ユニットまた
はセットに関する機能を実行するよう適合された、電子回路および構成要素をサポートし
てもよい。
【００７１】
　光パルス放出ユニットおよび光パルス受信ユニットは、互いに垂直に方向付けられた、
2つの行および２つの列内に整列され、前記行と列との間の距離は、前記ディスプレイユ
ニットの対応するサイズを僅かに超えるだけである。
【００７２】
　また、ディスプレイユニット、光パルス放出ユニット、光パルス受信ユニット、および
移動電話ユニットの通常の機能を実行するのに必要な固定構成要素を内部へ含む回路基板
またはプリント回路板は、それが移動電話ユニットのケーシング部分へ固定されまたは当
接し得るよう適合されている。
【００７３】
　光パルス偏向装置は、取替え可能な蓋またはカバーの高くなったリムに沿って、固定さ
れ、縁整列（edge-oriented）され、前記リムおよびリムの一部は、プラスチックまたは
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ガラスシートなどの透明保護装置と共同作動し、およびサポートする。
【００７４】
　また、本発明に従って、多数の辺関連光パルス受信ユニット、およびその関連するパル
ス受信回路が、同時に光パルスの不存在を示す状態が提供された場合、計算ユニットは、
内部計算回路の援助で、この情報を、意図された地理的位置が、光パルスの不存在の指示
として、光パルス受信回路の表示点に、またはそれらの点の間に位置していると考えられ
ることを示すものと解釈することが提案される。
【００７５】
　多数の、傾斜した、辺関連光パルス受信ユニット、および関連するパルス受信回路が、
同時に光パルスの不存在を示す特定の状態については、計算ユニットは、内部計算回路の
援助で、この情報を、意図された地理的位置が、光パルスの不存在を示す前記光パルス受
信回路の表示点に、または点の間に位置していると考えられることを意味すると解釈する
よう機能する。
【００７６】
　また、前記光パルス放出ユニットは、関連するパルス生成回路を通して、予め決定され
た順序で、連続してまたは選択的に位置決めされるかのいずれかで作動され、対応する光
パルス受信ユニットが回路も、同じ予め決定された順序で作動可能となることが提案され
ている。
【００７７】
　多数の光パルス放出ユニットは、選択された持続時間の間、パルス生成回路の援助で、
連続して光パルスを放出するよう適合されてもよく、1つの単一光パルス受信ユニットが
、前記選択された持続時間の間に、予想された光パルスを受信するよう作動されるよう適
合され、さらに、それとともに、そのパルス受信回路に関連する媒体を通して、生成され
る光パルス、および/または、影に覆われた光パルス、または光パルスの不存在が登録可
能である。
【００７８】
　多数の光パルス受信ユニットは、選択された持続時間の間、単一光パルス放出ユニット
から連続して放出される光パルスを受信できるよう適合されてもよく、各光パルス受信ユ
ニットは、前記選択された持続時間の間、関連するパルス受信回路を通して、作動され、
光パルスを受信するよう適合され、それとともに、生成される光パルス、および影に覆わ
れた光パルス、および/または、光パルスの不存在が登録可能である。
【発明の効果】
【００７９】
　本発明の主要な特徴的な利点、および前記発明の特定の重要な特性は、序論で説明され
た技術に基づく移動電話装置、または電話ユニット、またはセットのための、タッチスク
リーン装置の製造を可能にする状態を生み出すことにあり、関連した光パルス偏向装置に
隣接した、縁関連光パルス放出ユニット、および光パルス受信ユニットは、ディスプレイ
ユニットまたはLCDユニットの縁表面に隣接して取り付けられていてもよく、また、それ
により、低エネルギー消費量および限られたパワー入力を伴う、特に薄い設計が与えられ
るタッチスクリーンにある。
【００８０】
　特に、本発明は、小さなディスプレイ面の選択された小さな表面部分を、選択された小
さな表面部分をはるかに超える表面部分をカバーする親指の前部表面部分の援助で、明確
な評価を可能にする。
【００８１】
　本発明の主要な特色は、請求項1の特性を述べる節で詳述される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００８２】
　現在好適であり、本発明の重要な特色を含む実施例は、ここで、例示を用い、さらに添
付図面を参照することにより、さらに詳細に説明される。
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【００８３】
　初めに、現在好適で、さらに本発明の重要な特色を含んでおり、添付図面内に図示され
た実施例についての以下の記述では、本発明概念をさらに明確に示すために、特別な用語
および専門用語の使用が選択されたことを指摘しておく。
【００８４】
　しかしながら、ここにおいて選択された表現は、説明内で用いられる選択された用語の
みに制限されていると理解すべきではなく、むしろ、選ばれた各用語は、同一の、または
本質的に同一の意図および/または技術的効果を達成するために、同等に機能する、また
は少なくとも本質的には同じ方法で機能する、すべての技術的同等物を含んでいると解釈
されるべきである。
【００８５】
　図1は、従って、本発明の実施例およびアプリケーションを概略的に示しており、前記
図は、以下により詳細に説明される実施例の、概して重要な特性を具体化している。
【００８６】
　従って、図1は、ケーシング部分10、11が、他のもののうち、支持「基板」2上に静止し
たタッチスクリーン装置1を封入した、移動電話装置Tの分解斜視図である。
【００８７】
　図示された実施例の支持基板2は、既知の設計によるプリント回路板または回路基板2'
の形となっている。
【００８８】
　図1は、ディスプレイユニット3、および前記ディスプレイユニット3のそれぞれの辺に
沿って延びる、縁整列光パルス放出ユニット4、および反対側に配置された縁整列光パル
ス受信ユニット5を含む、移動電話装置Tの分解図である。
【００８９】
　図示されていないが、「基板」2は、既知のLCDユニットの形で、ディスプレイユニット
3から高くなった縁を含んでいてもよい。
【００９０】
　本発明の基本原理は、少なくともある機能の作動に対して、それぞれの関連する回路4a
、5aを備えた、光パルス放出ユニット4の行または列、および反対側に配置された光パル
ス受信ユニット５の行または列のみを用いて実行可能なことは明白である。
【００９１】
　図示された実施例についての以下の説明から、移動電話Tに属するタッチスクリーン1は
、直角に整列された多数の光パルス放出ユニット4、4'、および直角に整列された多数の
光パルス受信ユニット5、5を備えた、ディスプレイユニット3の周りに造られ、前記各ユ
ニットは、基板2上に静止した、前記ディスプレイユニット3の縁関連であり、それを取り
巻いていることが理解されよう。
【００９２】
　簡明さのために、基板2に対する必要な装置および接続、および既知の方法でLCDユニッ
ト3を駆動するのに必要な機能は、図示されていない。
【００９３】
　互いに交差している光パルスのペアを放出するユニット4、4'は、パルス生成回路4a、4
a'の媒体を通して、短いIR光パルスを放出するよう適合されている。こうしたIR光パルス
の1つは、図2に40として参照されており、ディスプレイユニット3の上面3aの上方に、非
常に僅かな距離だけ方向付けられているのが示されている。
【００９４】
　以下の記述では、簡明さのために、光パルス経路40のみが説明されているが、図2には
、3つの光パルス経路40、41、42が示されている。
【００９５】
　上面3aは、既知の方法で多くのグラフ記号を提示可能である。
【００９６】
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　図示された実施例では、このグラフィックディスプレイは、移動電話装置Tの選択され
たメニューに従って選ばれる。
【００９７】
　これらのグラフ記号は、図示された実施例の場合、行および列内に整列された数字(図5
)から成るように示されているが、LCDユニットの形式のディスプレイユニット3は、選択
されたメニューに応じて、数字/文字、単語、文章、または対応するグラフ記号など、他
の多数のシンボルの提示も実行可能であることが理解されよう。
【００９８】
　図6は、直角に整列して座標付けられた、多数の光パルス受信回路5a、5a'を概略的に示
しており、前記回路は、光パルス受信ユニット5、5により検出された、光パルスからの信
号を受信するよう適合され、前記ユニットは、1つの列に5S, 5R, 5Q ..... 5J, 5Iが参照
され、さらに1つの行に5'A, 5'B ..... 5'G, 5'Hが参照されている。
【００９９】
　直角に整列された多数のパルス放出ユニット4、4'は、座標付けされたパルス生成回路4
a、4a'からの制御を通して、光パルスを放出するよう適合されており、前記列関連パルス
放出ユニット4に4I 4J, 4K .... 4R, 4Sが参照され、一方、行関連ユニット4'に4'H, 4'G
, 4'F ... 4'B, 4'Aが参照されている。
【０１００】
　パルス受信回路5a、5a'は、既知の種類のものであり、さらに各回路は、対応する光パ
ルス受信ユニット5、5'により受信される光パルスに対応する、電流パルスまたは電圧パ
ルスを生成し、計算ユニット6に送られる信号情報へ、これらのパルスを転位するよう適
合されている。
【０１０１】
　さらに具体的には、図4に示された計算ユニット6は、選択された順序で、行整列ユニッ
ト4'Hから4'Aの各々、列整列ユニット4Iから4Sの各々を作動させ、さらに、同時に、対向
して配置されたパルス受信回路5a、5a'を開くよう機能する。
【０１０２】
　これは、計算ユニット6が、あるタイムスロットの間、光パルス放出ユニット4Pを作動
させる場合、計算ユニット6は、同一タイムスロットの間、前記光パルスが光パルス受信
ユニット5Lにより検出されるよう予想していることを意味する。
【０１０３】
　こうした場合、計算ユニット6は、回路6aなどの関連付けられた計算回路が、非活動状
態となり得るようにする。
【０１０４】
　他方、例えばポインタ9により影で覆われて、予想された光パルスが到達しない場合は
、計算回路6aが作動する。
【０１０５】
　従って、計算ユニット6は、多数の計算回路を含んでおり、そのうちの計算回路6aは、
点P1の地理的位置、および、1つ以上の座標に整列された位置、および行(または、列)に
応じて、その関連した行が評価され得るよう適合されており、そのうちの1つが、回路5a
に関して図6の5Pと参照される、光パルス受信列関連ユニット5S-5Iであり、それとともに
、導体6d上に生成された機能関連出力信号を通して、選択されたメニュー内のこの位置に
対応する機能が作動される。
【０１０６】
　この種類の出力信号は、もちろん１つの出力信号のみより複雑である。これにもかかわ
らず、出力信号は簡明さのため図示されていない。
【０１０７】
　計算回路6aで実行される計算は、点P1の選択された地理的位置の2つの座標を確定可能
となるよう、より正確に実行することが出来る。この計算は、光パルス受信ユニット5'C
の整列およびその回路5a' Cへの接続に基づいて、さらに、実際にはユニット5'C、5Pの双
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方が、点または表面部分P1で単一ポインタ9により影で覆われているよう意味する、光パ
ルスを全く受信しない、または光パルスの不存在を示す、光パルス受信ユニット5'Cを考
慮に入れることにより、実行可能である。
【０１０８】
　計算ユニット6は、それぞれ座標4a、4a'内のそれぞれの回路に割り当てられた作動およ
びシーケンス、および、列関連ユニット4I-4Sの各々、および行関連ユニット4'Hから4'A
のそれぞれからの光パルス放出、および、それぞれ座標5a、5a'内の個々の回路の放出に
応じた作動、および、その割り当てられたタイムスロット内のそれぞれのユニット5S-5I
および5'A-5'Hの各々で、予想される光パルスの受信を考慮に入れる、さらなる計算回路6
bを含んでいる。
【０１０９】
　ユニット5S-5Iおよびユニット5'A-5'Hに関する情報に基づいて、そのタイムスロット内
の光パルスの存在を示すべきであるが、それが出来ない場合は、ディスプレイユニット3
の上面3a上の二次元地理的位置P1の代表点を評価することが可能であり、一方で光パルス
放出ユニット４Lからの互いに交差する光線は、他方で、それぞれの回路4aL、4a'Fを経由
した、光パルス放出ユニット4'Fからの光パルスは、狭いポインタ9により点P1内で影に覆
われ、それによって、前記回路5aP、5a'Cと接続した、これら光パルス受信ユニット5P、5
'Cは単独で影に覆われ、その結果、計算回路6内に読み取られ、さらに計算回路6aが作動
される。
【０１１０】
　図2へ戻ると、ユニット4Lなどの光パルス放出ユニット、およびユニット5Pなどの光パ
ルス受信ユニットは、前記ディスプレイユニット3に隣接して整列され、パルス放出およ
びパルス受信ユニットからの、光パルス40a、40bのそれぞれの方向は、ディスプレイユニ
ット3の上面3aに一致するよう方向付けられた平面3a'に対して直角であり、または少なく
とも概して直角である。
【０１１１】
　本発明はまた、少なくとも2対の互いに対向する光パルス偏向装置7、8、および7'、8'
、実際には、こうした装置の4対の使用に関連しており、図2に示されたように、前記装置
は、ディスプレイユニット3の非常に近傍に、および前記ユニットの縁周辺に位置決めさ
れている。
【０１１２】
　また、支持基板2は、ディスプレイユニット3を支持するだけでなく、互いに直接対応す
る、ディスプレイユニット3の両側上の、互いに同一数の一連の整列された光パルス放出
ユニット4、4'、および一連の整列された光パルス受信ユニット5、5'、多数の行関連光パ
ルス放出および相互同一ユニット4、4'、および多数の行関連光パルス受信および相互同
一ユニット5、5'を支持すべきことが理解されるだろう。
【０１１３】
　支持基板2'は、個別の構成要素(図示せず)を担持する電話回路基板2'から成っていても
よい。
【０１１４】
　従って、基板2は、その中心にディスプレイユニット3を支持するだけでなく、基板の全
ての4つの縁の周囲に整列された、縁関連光パルス放出ユニット4、4'、および反対側に配
置された光パルス受信パルス5、5'、また、それぞれ互いに対向する４つの装置7、8、お
よび7'、8'を支持するよう適合されている。
【０１１５】
　前記互いに交差する光パルスを放出するユニット4、4'、および前記互いに交差する光
パルスを受信する前記ユニット5、5'は、接続ワイヤまたは同類のもの(図示せず)により
、前記パルス生成回路4a、4a'、および前記パルス受信回路5a、5a'へ好都合に接続されて
いてもよく、前記回路は、回路基板2'の構成要素として、好都合に取り付けられ、また含
まれている。
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【０１１６】
　特に、図2から分かるように、光パルス偏向装置7、8は、各々、傾いたミラー面を有す
るミラーユニットから成っていてもよく、こうした場合では、前記ミラーユニットのミラ
ー面7"、8"は、光パルス40a、40bに割り当てられた、伝播の鉛直方向に対して45度の角度
で、ディスプレイユニット3上面3aの上方の伝播40の水平方向に、方向付けられるのが好
ましい。
【０１１７】
　しかしながら、図2では、各光パルス偏向装置7、8が、直角等辺および3面および直角プ
リズム形成ユニットから成るべきであるのを示しており、前記プリズムユニットのそれぞ
れのミラー面7"、8"は、序論で開示された整列を得て、さらにユニット4、4'、および5、
5'の2つの行および2つの列に沿って延びる。
【０１１８】
　また、回路基板2'は、前記ユニットが接続されている移動電話ユニットおよび電話ネッ
トワークに関連する機能を実行するよう適合された、電子回路および構成要素も担持して
いる。
【０１１９】
　図1および図6は、前記光パルス放出4ユニットが列整列であり、前記光パルス受信ユニ
ット5も列整列であり、さらに、光パルスユニット4'および光パルス受信ユニット5'が行
整列で、前記列に対して直角に伸びていることを示している。
【０１２０】
　このように、前記ユニットは、図2内に明白に示されているように、直角整列の対向す
る列および行の間に、さらに、ディスプレイユニット3のサイズを僅かに超えるだけの前
記行および列間の距離で直接整列されている。
【０１２１】
　図2に示されるように、ユニット4Lなどの光パルス放出ユニット、およびユニット5Pな
どの光パルス受信ユニットは、コンパクトな構成を提供するよう、ディスプレイユニット
3の辺に、および前記ディスプレイユニットの互いに対向する縁に非常に隣接して位置決
めされている。
【０１２２】
　図1から分かるように、回路基板2'の形式で、ディスプレイユニット3、光パルス放出ユ
ニット4、4'、光パルス受信ユニット5、5'、および移動電話ユニットTの機能に必要な固
定構成要素を内部へ担持する基板2は、第2ケーシング部分11と共同作動するよう意図され
る電話ユニットTの第1ケーシング部分10へ固定されるよう適合されている。前記ケーシン
グ部品の相互共同作動状態は、図2に示されている。
【０１２３】
　そのそれぞれのミラー面7"、8"を備えた光パルス偏向装置7、8、およびそのミラー面を
備えた光パルス偏向装置7'、8'は、取替え可能な蓋またはカバーとして、第2ケーシング
部分11内に含まれている、直角に高くなった縁またはリム11aに沿って配列され、前記リ
ム11aは、ディスプレイ面3aのすぐ上に位置決めされた、プラスチックシートまたはガラ
スシートのような、透明な保護要素11bと共同作動し、さらに開口部を完全に覆うことが
出来る。
【０１２４】
　図3は、本発明の提案されたアプリケーションをさらに明確に示しており、鉛筆、ペン
、または人差し指の先端であるポインタ9は、図6に従って、ディスプレイユニット3上の
位置P1に対応する位置(P1)へもたらされ、光パルス放出ユニット4Lにより放出されたその
光パルス40aは、ポインタの先端9aにより影に覆われ、それにより、光パルス受信ユニッ
ト5Pはいかなる光パルス(40b)も受信することはなく、さらに、パルス受信回路5aPを経由
して、計算ユニット6に対して、その割当てられたタイムスロット内での光パルスの不在
を示し、さらに、計算回路6aの作動を引き起こすことになると仮定される。
【０１２５】
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　図6の図示に従って、その結果、計算ユニット6は、光パルスが、１つの全く同じタイム
スロット内にユニット4Lにより放出されただけでなく、ユニット4'Fによっても放出され
たことが確認可能であり、さらに、前記タイムスロット内で、いかなる光パルスもユニッ
ト5Pまたはユニット5'Cのいずれにも受信されていないことが確認可能であり、それによ
り、P1の地理的二次元位置が計算および評価可能となり、それとともに、対応する情報が
導体6dを経由して回路基板2'へ送致可能となる。
【０１２６】
　図5は、図3に表された機能を示し、および狭いポインタ9およびその先端9aについてす
でに説明したものと同一の方法で、表面部分12の作動を示す概略平面図である。
【０１２７】
　表面部分12は、数字3により代表されており、さらにディスプレイユニット3は、そのキ
ーまたはボタンの行および列を備えた移動電話装置Tのキーパッドに代表される、第1ディ
スプレイ表面部分31、さらに、前記移動電話装置Tの提示表面に代表される、第2ディスプ
レイ表面部分32に割り当てられている。
【０１２８】
　従って、第1ディスプレイ表面部分31および第2ディスプレイ表面部分32の双方を、全く
同一のディスプレイユニット3内に座標付けする可能性は、本発明の概念内にある。
【０１２９】
　この点で、図7を参照すると、番号提示表面部分12'などのマークされた表面部分は、拡
散しており、例えばユニット5'B、5'C、5'D、5'Eの、2つ以上の光パルス受信ユニットを
カバーしており、さらに、4つの光パルス放出ユニット5Q、5P、5O、5Nは、それぞれの反
対側の光パルス放出ユニット4'G、4'F、4'E、4'D、および4K、4L、4M, 4Nに対してアクテ
ィブであり得ること、さらに、全ての前記受信器が、それぞれのタイムスロット内で、光
パルス関連信号の不在、または影を示している場合にも、正確な指示が可能であることに
留意されるべきである。
【０１３０】
　この場合、計算ユニット6は、計算回路6cの援助を伴って、周囲ユニット、この場合に
は、それぞれユニット5Q、5Nおよび5'B、5'Eを整理可能であり、それとともに、図7での
スポットマーキングに従って、ユニット5P、5Oおよび5'C、5'Dを経由して、位置P1のより
明確な評価を引き渡す。
【０１３１】
　図4は、光パルスの時間的分配に対する、適用可能なパルスプランを示しており、前記
プランは、エネルギーを節約し、さらに輝度および光強度を増加させるよう適合されてい
る。
【０１３２】
　このパルス構造の結果として、各光パルス放出および傾斜ユニット4、4'は、それぞれ
、短期間の間、および割り当てられたタイムスロット内で、単独に作動することになる。
【０１３３】
　短いタイムスロットt0‐t1の間、ユニット4Lなどの光パルス放出ユニットが作動し、光
パルスが反対側に配置された受信器5Pに受信されたか否かにかかわらず、関連するパルス
受信回路5aPを経由して、計算ユニット6が確認する。前記評価のための時間の点は、t1と
して参照されている。
【０１３４】
　受信器5Pの状態を読んだ直後、関連する光パルス放出ユニット4Lは、タイムスロットt0
‐t1の終端で消去される。
【０１３５】
　周囲光から引き起こされ得る外乱は、選択された各光パルス放出ユニット4、4'の輝度
を一時増加させることにより抑圧可能である。
【０１３６】
　従って、図7と組合せて図6から分かるように、2つ以上の辺関連光パルス受信ユニット5
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Q、5P、5O、5Nおよび関連するパルス受信回路が、同時に光パルスの不存在を示す状態で
は、計算ユニット6は、回路6cなどの内部計算回路の援助で、この情報を、意図された地
理的位置P1は、対応する前記パルス受信回路を通して表示された各点の間に位置している
、または最も可能性の高い各点から成っていると考えられることを意味すると解釈するよ
う機能する。
【０１３７】
　従って、図4は、各光パルス放出ユニットが、例えば、10μsなどの、短いタイムスロッ
トまたはパルスタイムの間のみ点火しているのを示しており、電流は1Aより大きく、選択
されたパルスタイムt0‐t1へ100回以上適合され得る、タイムポイントt2の後のポーズを
伴っている。
【０１３８】
　また、図4には、ユニット4Lに対する放出時間またはタイムスロットt0‐t1が、　ユニ
ット5Pに対する作動受信時間(t1)の僅かに前で始まり(t0)、さらに、アイドリングタイム
t1‐t3が、隣接するユニット4Kの起動前に、そのタイムスロット内で経過することになり
、その後、ユニット5Qがすぐさま作動することが示されている。
【０１３９】
　同じことが、ユニット4J、およびユニット5R、および残余のユニットにも適用されるが
、これら後者の各ユニットは図4には示されていない。
【０１４０】
　省エネを意図して、低アイドリングタイム周波数(t0‐t2)が選択可能であり、1ユニッ
ト、4L、のみが使用される。光パルスが壊れている場合、ディスプレイユニット3は、図4
のパルスプランに従って、回路62を通して作動される。
【０１４１】
　光パルス放出ユニットは、関連するパルス生成回路4a、4a'を経由して、連続した順序
で連続して作動され、または予め定められた順序で選択的に位置決めされ、さらに対応す
る光パルス検出ユニット5、5'も、前記予め定められた順序で、回路5a、5'aを経由して作
動可能である。
【０１４２】
　図8は、4J、4K、4Lとして参照された、多数の光パルス放出ユニットが、選択された持
続時間の間、およびそれぞれのタイムスロットの間に、光パルスを送るよう適合されてお
り、さらに、１つの光パルス受信ユニット5Rのみが、この点で作動するよう適合され、さ
らに、予期された、または予想された光パルスが、前記選択された持続時間の間、および
タイムスロット内に受信可能となるよう、さらに、それとともに、生成される光パルス、
および影で覆われた光パルスが、点P1などの、より拡散した点の地理的位置を評価可能と
なるよう登録されることを示している。
【０１４３】
　図示されていないが、多数の光パルス放出ユニット5P、5Q、5Rは、選択された持続時間
の間、連続して、例えばユニット4Lなどの、単独の１つの光パルス放出ユニットからタイ
ムスロット内に放出された、多数の光パルスを受信するよう適合可能であり、さらに、光
パルス受信ユニットが、前記選択された持続時間の間、予期された光パルスの受信を作動
させるよう適合され、それとともに、生成された光パルスおよび影に覆われた光パルスを
登録可能となる。
【０１４４】
　図9は、図6に示された、「キー」または「ボタン」を作動させる原理の、より現実的で
実用的なアプリケーションを示している。
【０１４５】
　図10は、他の移動電話機能の発動のための、他のキーまたはボタンの作動のために、図
6に示された原理のさらなる実用的アプリケーションを示している。
【０１４６】
　この場合、その上面3aを伴うディスプレイユニット3は、ユーザの親指の表面部分、す
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なわち、ユーザの手の掌に向かって内側を向く親指表面により作動され、前記表面は、上
面3aの表面部分のかなりの部分を覆っている。
【０１４７】
　この点において、図9では、親指90の表面部分が、列関連ユニット5R、5Q、5P、5O、お
よび行関連ユニット5'C、-5'E、-5'G,も影で覆っており、さらに、計算回路6cは、影で覆
われた光パルスのこのパターンから、作動させられたキーまたはボタン(8)を確定させる
よう機能するのが示されている。
【０１４８】
　この点で、図10では、親指90の表面部分が、列関連ユニット5S、5R、5Q、および行関連
ユニット5'Dから5'Hも影で覆い、さらに、計算回路6eは、影で覆われた光パルスのパター
ンから、どのボタンまたはキー(6)が作動したかを確定するよう適合されているのが示さ
れている。
【０１４９】
　本発明は、IR範囲内で、短い光パルスを送ることに関して説明されてきた。
【０１５０】
　パルス技術は、計算回路6fの援助を伴って、より強い、またはより弱い信号が、エネル
ギー消費、およびパワー出力が、日光や薄暗い環境など、特別な周囲の情況に適合するの
を可能にするよう、生成されるのを可能にする。
【０１５１】
　光パルス放出ユニット4、4'は、短いタイムスロットの間点火するものなので、これら
のユニットは、破壊されることなく、より高い光強度のためにオーバーロード可能である
。
【０１５２】
　本発明に従って組立てられるタッチスクリーン1の場合、測定される(圧力要件はない)
のは、単独の光学的位置決めP1であり、それにより、ディスプレイユニット3の上面3aに
沿った親指の動きが、計算回路6g内で、サインの決定、または電話機能の作動のように、
決定可能とする。
【０１５３】
　例えば、「終了/閉じる」機能を作動させるために、親指90を右から左の方向に動かし
てもよい。
【０１５４】
　提示された技術は、絶対位置決めを提供する。これにより、ユニット較正の必要性が除
外される。
【０１５５】
　測定位置P1として推定されることになる条件を設定することにより、キーボードとして
の(前記表面に制限される)小さなディスプレイで、容易に技術の適用が可能である。
【０１５６】
　ディスプレイユニット3の上方にはいかなる機能部品も必要でないので、引っ掻かれる
と変化する、従来のプラスチックカバーが使用可能である。
【０１５７】
　計算ユニット6cは、例えば、親指90など、ポインタの中心を計算するよう、必ずしも適
合されていなければならないわけではない。時には、カバーされた表面部分の最外縁、ま
たは各最外縁を読取り可能とすることが便利な場合もある。
【０１５８】
　図9から明白であるように、位置P1の整列は、各光パルスを示すユニット5'B、5'Hによ
り引き出し可能であり、その結果、この点で、ユニット5E'が最もあり得そうだと考慮可
能である。
【０１５９】
　位置P1は、ユニット5Oは光パルスを示さず、ユニット5Nが光パルスを示しているという
事実から引き出される。
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【０１６０】
　これは、対応する高さに位置するキーまたはボタン(8)が作動することになるという意
味として解釈される。
【０１６１】
　図10では、同様に、位置P1の整列は、行関連ユニット5'D-5'Hおよび列関連ユニット5S,
 5R、5Qが消えていることの確認により決定可能である。
【０１６２】
　これは、計算ユニット6cにより、ある行上またはある高さに位置するキーまたはボタン
(6)が作動することになるという意味として解釈可能である。
【０１６３】
　また、計算ユニット6は、スイッチを非活動状態と活動状態との間で提供し、非活動状
態ではおよそ10Hzの光パルス周波数が提供され、活動状態では5-20μsのタイムスロット
が提供される。
【０１６４】
　時間回路6hは、これらの状態または機能の間に自動スイッチを提供し、非活動状態への
スイッチは、活動状態の後2-5秒の待ち時間の間、およびいかなる作動もない場合に実行
される。
【０１６５】
　本発明は、これまで説明された例示的実施例に制限されるものではなく、付随の請求項
に示された本発明概念の範囲内で、変更可能であることが理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】本発明に従って組み立てられ、移動電話セットに置かれた、タッチスクリーンの
分解斜視図である。
【図２】図1の線II‐IIで切断した、移動電話セットおよびタッチスクリーンアセンブリ
の断面の側面図である。
【図３】細長いポインタが光パルスを影で覆うよう、ディスプレイユニットの上面で静止
しているのを示す図2に従う断面図である。
【図４】用いられる光パルス放出および光パルス受信ユニットの、前記ユニットに属する
パルス生成およびパルス受信回路の媒体を通した、パルス形式作動を例示する図である。
【図５】細長いポインタがディスプレイユニットの表面部分で静止しているのを示してお
り、前記部分は、数字「3」の形のグラフ記号に対応している、本発明に従うタッチスク
リーンを用いた移動電話セットの水平面図である。
【図６】直角座標内に配置された、多数の光パルス放出および光パルス受信ユニットによ
り囲まれた、平面ディスプレイユニットの概略図であり、良好に決定された地理的な点は
、2つの互いに垂直な光パルス受信ユニットに対して、はっきりしたパルス影または光パ
ルスの不存在を与えていることを示す。
【図７】直角に整列され、ペアとなった、少なくとも2つの光パルス受信ユニットに対し
て、大きな、拡散した地理的な点がパルス影を生成する実施例を示す図である。
【図８】地理的な点に対して有効な地理的位置を評価する、代替的実施例を示す図である
。
【図９】「キー」または「ボタン」を作動させる、図6に示された原理の実用的アプリケ
ーションを示す図である。
【図１０】移動電話機能の起動のための他のキーまたはボタンを作動させる、図6に示さ
れた原理のさらなる実用的アプリケーションを示す図である。
【符号の説明】
【０１６７】
　１　タッチスクリーン装置、２　支持基板、３　ディスプレイユニット、４　光パルス
放出ユニット、５　光パルス受信ユニット、６　計算ユニット、７　光パルス偏向装置、
８　光パルス偏向装置、９　ポインタ、１０　ケーシング部分、１１　ケーシング部分、
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４０　光パルス経路、４１　光パルス経路、４２　光パルス経路。
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